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重 油 から 都 市 ガス（天 然 ガス）へ の 転 換 を 推 進

低 炭 素 社 会 について 講 演 会 を実 施

2010年度の二酸化炭素（CO2）排出量を1990年度比10％の削減を目標にしており、重油の都市ガス（天然
ガス）化を積極的に推進しています。
都市ガス（天然ガス）は重油に比べ、環境負荷が小さいのが大きな特長です。使用燃料の割合では、2010年
度の都市ガス（天然ガス）の使用比率は87％です。2010年度のCO2の排出量は、生産量が大幅に増加しま
したが1990年度比で10％減で、目標を達成しました。

● 使 用 燃 料 割 合の 推 移（熱 量 換 算） ●二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 推 移

CO2排出量削減を目標にした制度を活用

電 気 自動 車を社 用 車 に 利 用 緑 化 の 推 進

当社では、従来からＣＯ2
削減に向けて自主行動
計画を定めるなど、環境
保全への取り組みを進
めています。
その一環として、地球環境
に優しい電気自動車を社
用車に利用しています。

当社では、CO2を吸収す
る“緑のフィルター”とし
ての機能が期待できる、
工場内外の緑化に取り
組んでいます。
2010年度も本社工場
敷地境界等に緑地を新
たに造成しました。

本社工場敷地境界の緑地

世界的に進展しつつも
多くの議論を呼んでい
るのが低炭素社会です。
山陽特殊製鋼文化振興
財団は、２０１０年６月、
講師に（財）地球環境産
業技術研究機構副理事
長兼研究所長の茅陽一氏をお招きし、「低炭素社
会への道」と題する講演会を開催しました。

当社は、環境省「京都議定書目標達成特別支援無
利子融資（利子補給）制度」を活用したシンジケー
ト・ローン契約を締結しています。この制度は、一定
期間内にCO2排出原単位の改善、またはCO2排出
総量の削減を誓約し、達成することを条件として、
設備投資への融資について３年以内の期間（貸付の
償還期間を上限）3％を限度（無利子相当を上限）と
して利子補給を受けることができるというもので
す。
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環 境 保 全 へ の 具 体 的 な 取 り 組 み

地 球 温 暖 化 防 止 対 策

二酸化炭素排出量の少ない燃料への転換などを推進し、
地球温暖化防止に取り組んでいます。


